
現場のビッグデータを、誰もが、簡単に、共有・活用できるしくみ

●全国一データ農業が普及！
（高知県の一番の強み！）

●農家さん同士が成功例・失敗例を
共有する意識が高い！

●JA・県の指導員が農家さんと近い
（属性情報を把握できる）

33

IoPクラウド（データ連携基盤）にデータ集積し、
さらに有益な情報として農家さんにフィードバックしたい！



34

ＩｏＰクラウドにつながると、営農に必要な情報がいつでも、どこでも入手できます

※実際のログイン画面



ハウスの状況（現在の状況←過去）が、いつでも、どこからでも確認できます

現在のハウス状況 画像での確認

35



全国の市況・値動き 県内230カ所の気象情報

36

全国の市況(高知県産とライバル県の比較)や詳細な営農気象情報を提供



毎日の生産・出荷状況

37

毎日の出荷量・等階級(A品率,サイズ別出荷量)の推移がリアルタイムで確認



38

病害虫の予察・防除情報や時期時期の栽培管理ポイントを毎日配信！

毎日の最新の営農情報

11/10

11/11

11/11

11/12

11/12

11/13



39

さらに、作物の光合成や蒸散等の生理・生体情報を可視化

作物の生理・生体情報
実の数

花の数

5.3

7.0



月あたり

収量

（t/10a）
（春野キュウリ部会実績より）

生産レベルD

生産レベルB

生産レベルC

こ
れ
ま
で
の
収
量

IoPにより、農家のレベルに応じて、最適な営農指導を徹底できます

環
境
制
御
に
よ
る
増
収

10～20％
UP

I
o
P
に
よ
る
増
収
へ

さらに
10～20％

UP

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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